□ガロ名作劇場❸ . ……ガロ草創期の名文たち q 




本誌「ガ ロ」 は I 九六四年九月に創刊され 
た。この「九月」は表記号数であり、出版界 
の通例として I か月先の月名を表示してある 
から、実際には夏直(盛りの七月末に刊行され 
たわけである。草創期「ガ ロ」 を貫く太い柱 
であった白土三平=8カムィ伝」は、創刊号に 
は間に合わず、十二月号から連載開始された。 
戦後復興が完了したことを世界中に印象づけ 
るべく開催された東京オリンピックが成功裏 
に閉ム衣したちょうどその頃のことである。そ 
れ以後『カムィ伝」は、ごくまれな休載は別 
として、|九七一年七月の第|部完結まで続 
いた。この七年間を「ガ ロ」 の第|期=草創 
期と呼んで ょいと 思、っ。 

「ガ ロ」 は再来年創刊三十年を迎える。これ 
を機に「ガ ロ」 の歴史をふり返る企画が今年 
初めから続いている。今月と来月は文章の特 
集である。今月は草創期「ガ ロ」 に掲載され 
た評論やエッセー、来月はその時期に週刊誌 
や新聞紙上で「ガ ロ」 を論じた評論や記事、 
という割りふりだ。文章特集の企画の意図は、 
当時どういう政治•文化状況の中で「ガ ロ」 
が読まれたのか、それがまた紙面や作品にど 
うはね返っていたのかを、若い読者たちに知 
つてもらいたいからである。懐旧趣味を意図 
したものではないことは断るまでもない。ま 
た、これらの文章そのものも当時の政治•文 
化状況と結びついている。私がこうして解説 
の文章を書くのは、時代の差を埋め、読者の 
理解を助けるためである。 

まず、この I 九六四年から I 九七 I 年とい 
う時代をかいつまんで説明しておこ、つ。 

先にも述べたように、一九六四年は東京才 
リンピックが開催された年であり、これに合 


わせて® g 道新幹線が開通した。翌六五年か 
ら七〇年までの五年間、いざなぎ景気が長期 
_し、高度成長経済は完成局面に入った。 
この繁栄は公害や都市問題を生む。半面、文 
化や教育に費す経済的余裕ができ、それが学 
生を中心とした青年たちの叛乱を もたらす こ 
とにもなつた。彼らは発達したジャ—ナリズ 
厶や教育を享受することによって戦後民主主 
義的な正義感を育み、公害や都市問題に批判 
の目を向け' また 折から熾烈になってきたべ 
トナム戦争をきっかけに反戦運動も盛んにな 
った。ほぼ時を同じくして、支那では六六年 
から文化大革命が始まり、これも学生運動の 
一部に影響を与えた。 

これら青年たちの叛乱に掲げられたスロ — 
ガンは、今となっては、個々の未熟さや誤り 
を指摘するのは容易である。しかし、ここは 
それを指摘したり克服を論じる場ではない。 
ただ、戦後史の流れの中で戦後思潮の極相(ク 
ライマツクス)として現れたことだけを強調 
しておきたい。 

政治•経済の以上の状況は、マンガ状況に 
も反映して いる。 マンガ出版界は、五九年創 
刊の「少年サンデ I 」「少年マガジン」がしだ 
いに軌道に乗り始め、大学生がマンガを読む 
風潮がマスコミに取り上げられるよぅになっ 
てきた。六六年には新書サイズの単行本が各 
社競合で出されるよぅになり、マンガが"消 
耗品，から，蔵書，に変わり始めた。「ガロ」 
は小出版社発行の月刊誌であるが、貸本誌を 
長く手がけた長井勝|の個性に彩られ、貸本 
系の有力作家が商業主義を顧慮せずに執筆で 
きる 場となつていた。特にこの草創期は 『力 
ムイ伝』の反響が大きく、学生や知識人に支 


持されて発行部数も六七年頃には相当大きく 
伸びる ようにな った。水木しげる、つげ義春 
ら が、白土三平とは ちがう 作風で「ガ ロ」 の 
奥行きを深めたことも挙げられる。 

今回収録した評論やエッセ—は、以上のよ 
うな時代背景の中で「ガロ」に掲載された文 
章を レイアウト も原型の まま 復活したもので 
ある。 

初めの藤川治水『白土漫画のおもしろさ」 
は'「カムイ伝』連載開始に合わせて書かれた 
白土三平紹介の小文だ。藤川は児童文化•大 
衆文化の研究者で、早くから白土三平を評価 
した|人である。白土マンガ=唯物史観とい 
う定式も、私の記憶では藤川によるものであ 
つた。単純にすぎるきらいがあるが、当時と 
してはむしろそれが白土マンガの評価を高め、 
読者の目を引き寄せる働きがあった。マンガ 
は娯楽のための消耗品としか思われず、残酷 
描写が指弾された時代である。マンガ側に立 
つスポ—クスマンが必要とされていたのだ。 

高山英男『ネガの魅力』も同じ意図のもの 
である。現代子どもセンタ—は児童文化研究 
者の阿部進が設立したもので、「現代っ子」と 
言われる子供たちの心理や文化を研究した。 
この文章の中にも「現代っ子」が出てくる。 
ほとんど「新人類」と同じように使われてい 
るのが面白い。その「現代っ子」も今や四十 
代半ば、「新人類」も三十代となった。 

野村重男『水木しげるのまんが」と石子順 
造の『庶民という匿名の存在 J は、「ガ ロ」 の 
第二の柱となった水木しげるを論じたものだ。 
前述のように、草創期「ガ ロ」 は白土三平『力 
ムイ伝』あっての「ガ ロ」 だったのだが、読 
者はその「ガ ロ」 に登場する水木マンガの飄 
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逸な味わいにも魅了されていった。白土は当 
時既に「少年」(光文社)に『サスケ J を連載 
し、新進ながら有力作家となっていた。しか 
し、水木は野村論文の時点ではまだ貸本作家 
でしかなく、一般読者の知名度はないに等し 
かった。石子論文の頃には講談社賞も受賞し、 
読者も I 気にふえ、正当に評価されるように 
なつていた。 

野村重男の経歴その他は不明。石子順造は 
I 九六〇年頃からマンガ評論も手がけた美術 
評論家である。作品説明に終わらぬ評論は 
時に深読みに陥ることもあったが、マンガ評 
論の質を高めたことは特筆できよ、っ。 I 九七 
七年病没。似た名前の石子順とは別人である。 

渡辺一衛『〈絵〉 としての マンガ』は、佐々 
木マキ、林静 I を論じたものだ。この文章が 
掲載された頃は、東大 •日大 を頂点とする全 
共闘運動が激しく燃え上がっていた。それと 
対応す るよう に、マンガ界でも、従来のマン 
ガとは異質の方法論を持つ新人が登場し始め 
た。「ガロ」はそれら新人にも発表の場を与 
え、マンガ関係者以外からも広く注目された。 
佐々木、林の二人は、まだ二十代前半だった。 
_の渡辺 I 衛は物理 i で評論家。ベ平連 
運動にも関わった。 

「目安 箱」 は時評コラムで、|九六五年三月 
から I 九八四年六月まで十九年も続いた。目 
安箱というのは江戸時代の享保改革時に設け 
られた民意聴取のための投書箱で、「カムィ伝」 
連載にひっかけたシリーズ名と思われる。初 
め I 、二年は、黒川新、西光磬らが執筆し 
ていたが、ほどなく上野昂志が I 人で連載す 
るようになった。黒川、西光は、白土三平か 
その周辺の人物の変名らしいが、詳しくはわ 


からない。上野は後に魯迅研究家•評論家と 
なるが、連載開始時はまだ大学院生であった。 

取り上げられ ているテ—マについて解説を 
加えておこう。第 I 回と第二回は「脱脂粉乳」 
である。 

戦後、^{一領軍の指令のもと、さまざまな 
〃戦後改革〃が行なわれた。教育制度も改革 
され、その中で、戦前からあった学；^食も 
拡張•充実がはかられた。欠食児童の救済、 
栄養バランスの改善などが目的であったが、 
急激かつ画 I 的な改変につきものの反撥は今 
に至るまである。特に不評だったのが、一九 
七〇年前後まで続いた脱脂粉乳である。文中 
の「ララ物資」とは LARA (アジア救済連 
盟)というアメリカの f 半民の対アジア援 
助団体にょる援助物資の総称。アメリカで家 
畜の餌になるものを援助物資にしたというの 
は、半分ほどは真実であろう。日本人が第三 
世界援助に「不要品」を贈るというのと同じ 
である。 

第十二回で取り上げられた「日韓条約」と 
は、戦後二十年を経て日本と韓国との間で結 
ばれた四協定の総称である。戦後処理の I 環 
であったが、 この 中に、朝鮮^ Hi における唯 
I 合法政府は韓国政府であるとの文言があり、 
これを めぐって 反対運動が起きた。条約調印 
は六月、発効は十二月。 この 文章の掲載月は、 
表記月号は翌年二月だが、実際はちょうどそ 
の条約発効時に当たる。 

第十三回で取り上げられた小繫部落入会権 
事件とは、ここに上野が書いているように、 
近代的所有権と前近代的所有権との移行期に 
生じた悲劇である。まず、字句の説明からし 
なければなるまい。「小繫」は「こつなぎ」と 


読む。岩手県の小部落である。「部落」という 
と、 I 九八〇年代に入ってから、無知無責任 
なマスコミが「集落」だの「地区」だのと言 
い換えたため、被差別部落のみを指すように 
なったが、もちろん、村より小単位の行政区 
画のことである。因みに言うと、マスコミが 
無知無責任な言い換えをした理由は、被差別 
部落とまちがえられて迷惑しているという I 
般部落からの苦情が多くなったからである。 
話を戻す。「入会権」は「にゅうかいけん」で 
はなく「いりあいけん」と読む。村や部落全 
体で、山や森を共同利用する権利のことだ。 
かつては広く日本中にあった所有権の形態だ 
ったが、近代的物権観念に遠いため、しだい 
に個人所有(多くは大地主)や国有となった。 
しかし、法的関係は前近代的関係から近代的 
関係に移ろうとも、現実の人間や生活はそう 
はいかない。新たな権利保証がないまま、以 
前あった生活も維持できなくなるのだ。部落 
民への同情論以上に、前近代の敗北と敗北の 
彼方にある可能性にまで注目した上野の文章 
には二十代半ばの青年のものとは思えない銳 
さがある。 

呉智英(くれ•ともふさ) 

|九四六年' 愛^^ H まれ。早 
稲田大学法学部卒業。マンガから、 
社会、思想まで幅広く評論活動を 
行な、っ。 I 九九一年、フランスで 
開かれた第十八回マンガ祭に 
ゲスト出席。日本マンガの現状に 
ついて講演する。理科大学で 
マンガ論も講義している。孔子論 
は某誌に連載中、三年後に完結、 
単行本化予定。 
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白土三平の^画 
は、どんなささや 
かな短編をとってみても、感動させるものを持って 
ぃる。 

というのも、そこにぼくらが文明によりかかって 
しまって、忘れさってしまっている。野性の力づよ 
いエネルギーが描かれているからである。影丸はひ 
とりでは弱い農民たちに、団結の力というものを知 
らせる。ほとんど武器にはならぬような農具が、そ 
のためにすばらしい破壊力を持つようになる。シ 
トンの書い 
た動物たち 
も、彼の手 
にかかれば 










原始的な活力を体いっぱいに宿している動物になる。 
原子力を動力へと考えるような科学時代、人間の 
生き物の 力と いったものは、すべて過少評価され、 
そのマヒ状況から人々はすべてを機械にまかせよう 
とする。自分の能力を試そうともしない。やがて手 
足を動かさない人間族は、想像上の火星人のように、 
頭でっかちで、手足がちよこんと付いているような 
生物に なり 下がるかもしれない。白土三平はそんな 
人間族の盲点について、大変な警告を発しているの 
かもしれない。影一族の独特な身体鍛練法、サスケ 
の四つ身術の訓練などをわざわざ持ち出すのは、現 


代入への鋭い諷刺の矢であるわけになる。 

また、 同じように 機械にだけ頼って頭 さえ も働か 0 
せようとしない現代人に、原始人的な生活の知恵を h 
持てとも暗示す る。 「シ—トンの動物記」二巻の第4 
三話では、スプリングヒールド狐スヵィへ—スや女〇 
房狐が、撖犬をまくのに汽車を利用する。線路の鉄 | 
のにおいでその体臭を消したり、汽車の進行方向に f 
逃げ、瞬間にして汽車から身をかわしては犬を たじ 〇 
ろがす。文明の恩恵によくしてはる動物の方が、そ」 

の文明の利器に恐怖をもち、野性の動物の方が遙に4 
それを利用する。何と皮肉なこ〇 
とではないか。保護者もいない1_ 
自分の命は自分で守り通す以外 
は方法がない。そこから生まれ〇 

た知恵である。 

このように 白土三平は、ぼくらが科学文明に甘え 
すぎ、大変重要な人間の力や知恵さえも捨てかねな〇 
いような 情況の中で、それを知らせ、大事に いたら 
ぬよう 教えて くれてい るのである。だからこそ、彼 
の作品に感動させられるのである。 その 白土三平の〇 
大人も考えさせられる漫画が、每月「ガ ロ」 という 
月刊誌になってでる。毎月、毎月が楽しくなると同^^ 

G 

時に、きつとぼくらは 勇 気づ•けられることと思う。 【 
安直なアンブルの薬よりも、きっときっと効果があ^ 
るだろう。 ( I 九六四•九 • I ) 〇 
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ロ ー リングスト—ンズ「サテイスフ r クシ m ン」全米で 
1位。 

米マリナー4号の火星の近接写真を発表。 

ボブ•デイラン、ニユ—ポートフォークフ X ステイバル 
にエレキギターで登埸、_笑と野次を受ける。 

シンガボ—ル、マレ—シアより独立。 

佐藤首相、日本首相として戦後初の沖縄訪問。 
サウジアラビアとアラブ連合がイエメン停戦協定に拥印。 
キュ—パの革命運動家チ X •ゲバラ、南米へ出国。 

米バークリ—で1万人によるべトナム反戦デモ。全米に 
拡 ko 

米、ベトナム駐留米軍 13 万1700人と発表。 

南海の野村克也捕手、2リ—グ後初の三冠王連成。 
国連総会で人種差別撤廃決議。 

英、殺人犯に対する死刑廃止法施行。 

比大統傾選で流血の選挙戦の末、マルコスが当選。 

中国•姚文元の論文が文化大革命の発翊に。 

コンゴで無血クーデタ I 。 

ワシントンで数万人によるベトナム平和行進。 

中国と北ベトナムが相互援助条約調印。 

日本、国連安保理非常任理事国に。 

朝永振一郎博士、ノ —ベル物理学«授賞。 

仏大統領選、ド•ゴ—ルがミッテランを小差で破り再選。 
北朗鲜、日韓条約粉砕を声明。 

ベトナム戦争、クリスマス停戰。 

大相撲、初場所から部屋別総当たり制導入。日本の粗鲷 
生産量、米ソに次いで世界3位。高校進学率 70 %突破。 


1966 
(昭和41年) 


ソカ3大陸人民連帯会議。 
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中央アフリカでク—デター。 

アジア•アフリカ•ラテンアメ= 

百*国参加。 

ソ連•モンゴル友好協力相互援助条約調印。 

インド、インディラ•ガンジーが世界2人目の女性首相 
に遘出さる。 

全学ストの絞く早大、期末試験中止、ストは 6 月 26 日ま 
で铳く。60年代後半の大学闘争の先駆となる。 

ソ連ルナ3号、月面砍着陸成功。 

南越首脳会鍈。グエン•カオ•キ首相、北壜強化要 




r ナム派兵に合意。 


マルコス比大統領、ベ¬ 
ガ—ナでク—デタ IO 
ソ連金星3号、初めて金星に到連。 

インドネシア•スカルノ大統領、スハルト陸相に実権委 

譲。 

英国国教会、カトリックと和解。 

全米7都市とローマなど外国7都市で反べトナム戦争集 
会やデモ。 

南べトナム•ユエで2万人の仏教徒による反軍事政権デ 
モ〇 

サイゴン米軍宿舍燿破、死傷149人。 

日本、メ —トル法完全実施。 

米軍、ゲリラを追ってカンボジアに初めて侵入0 
ソ連共産党、ブレジネフを書記長に。 

南べトナムの米軍、24万人に。 

米軍、カンボジア領に砲撃。 

第10回社会主義インター。54力国参加。 

米空軍、ベトナム介入以来最大の135波の北爆。 
中国共産党、五•一六通知発表、文化大革命始まる。 

横須賀に米原潜スヌ—クが入港。 

米サ—ベイヤ —1 号月面钦着陸成功。 

アルゼンチンで軍事ク—デタ—。 

ビ—トルズ初来日。 

北爆エスカレート。 

ビ—トルズ武道館で公演。 35 分間、 12 曲の演奏。 

ド•ゴール仏大統領訪ソ。 





月刊ガロ 64 年 12 月号より 


<P I ネガの魅力— ^ 

g 高山英男 

1 ( 現代子どもセンタ—事務局長) 

A 小学校の五年生の子どもたちに、「急にすごいお令持ちになったら何が したい？」 と、 

M インタ— ヴユ—を試みたことがあります。「世界一周がしたい」「カツコいいスポ—ツ 
W 力—を買う」「貧乏な人のために社会事業をやる」など口々にいうなかに、一人の男の子 
^がいいました— 「土地を買ってアバートを建てる！」ボクはなんとなく、このガキ 
C をぶんなぐつてやりたくなりました。 

m 「現代っ子」はがめつい、合理的な考え方をするなど、大人のまゆをひそめさせたり、 
0感心させたりしています。だが、この子どもの合现主義が、大人の社会の現状適応的な 
%矮少な合理主義のストレ—卜な反映であるだけではほんとにおさむい話です。子どもは 
て子どもとして、独自の空想と W 険への夢を断固として主张してほしいとおもいます。前 I 
¥の H 問にたいしても、「軍艦を買って海賊になリたい」とか「宇宙探検への夢」とかを奔 
放にしゃべるヤツが一人や二人いたっていいじゃあないか。 

写真に、ネガ(陰)とボジ(陽)があります。人生にも、当然ネガの部分とポジの部 
分があります。子どもの合理主義が、つねにポジの部分しか見ることしかできないとす 
れば、この世の中は まったく おもしろくも、おかしくもないにちがいありません。子ど 
もが、人生の心のひだの深みとふれあわないまま、スイスイ通りすぎていくとすれば、 
文学や芸術は W かに開花する ことを やめるでしょう。 

白土三平さんの忍者^11に、ぼくがひかれるのは、桥史や人間のドラマのネガの部分 
を銳くえぐリだ そうとして いるからです。そこにおける未知なるものへのおそれ、人生 
へのきびしさむな―^さをなんとなく訴えかけているからです。そ~^て、白土さんの 
荒々しい、未完成の絵のタツチが、現代っ子の こじんまリまとまっ た、ひょわな合理主 
義を粉砕してくれる ことを ねがうからなのです。 
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ホー •チ•ミン北ベトナム大統領、徹底抗戦アビール。 
英、植民地省廃止。 

味以°8ンソン大統領、インフレにより宇宙開発費削減を 
発表 

米空軍、サイゴン南方で誤爆、死傷者197人。 
インドネシアとマレーシアが平和協定。 

北京天安門広場で紅術兵百万人が文革勝利集会。 

ベトナム米軍兵力 30 万人突破。 

ビ—トルズがサンフランシスコで最後のコンサート0 
口—マ教皇パウロ 6世、第3次世界大戰の危機を警告。 
国連でナミビアの南ア信託統治終了決犠。 

インドネシア国連復帰を承認。 

ボツワナ(旧ベチュアナランド)、英より虫立。 

レソト(旧バストランド)英より独立。 

インド、アラブ連合、ユーゴの非同盟 3 国首脳会鶸〇 
ブラウダ、「反レーニン主義」と初めて毛沢東を 名指し 

1251 西独大連立内閣、ブラント外相の東方外交始まる。 

この 年世界へビ—极チヤンピオン、 カシアス•クレイ (後の モ 
ハメッド•アリ)ベトナム徽兵拒否で タイトル 剥奪。 少 
年マガジンに「巨人の星」連載開始。 この年から敬老の 
日、建国12念日、体育の日新投。キング夫人、 ウイン プ 
ルドンテニスで3種目制覇。 

1967 

(昭和 42 年) 

18 米•南ベトナム連合軍、サイゴン北西の「鉄の三角地帯| 
に大攻勢。 

11革命派労働者による上海 n ミューン榭立を共産党中央が 
指示表明、上海一月革命始まる。 
宇宙空間平和利用条約調印。27*国参加。 

北京で反ソデモ激化。 

ベトナムで米軍が枯葉剤を使用開始。 

中南米14*国、非核武装条約調印。 

米軍、初めてべトナム非武装地帯を砲擊。 

高見山十両に昇進、初の外人関取に。 

ホ—•チ•ミン大統領、ジョンソン大統領の和平 交涉申 
し入れ拒否が判明 

ジョンソン大統領、米ソ領事条約に署名。 

ソ連、国営農場の独立採算制移行を決定。 

キング牧師、良心的兵役拒否を呼び掛ける。 

ニューヨ—クでベトナム反戦集会。 40 万人参加。 

東京都知事遇で社共推 W の美濃部亮吉が初当選。 
ギリシアで無血ク—デタ—。 

♦ハ—トランド•ラッセル主唱の「ベトナム戦争犯罪国祭 
平和法廷」、ストックホルムベトナムで開催。米に有罪、 
豪、ニュ—ジ I ランド、韓国が共犯に。 

香港で労働者と警官隊が衝突、反英 H 争激化へ。 

ニューヨークでベトナム派兵支持の7万人パレ—ド0 
南西アフリカ(ナミビア)の国連統治を決織。 

ナイジ X リア 東部地域が ビ アフラ共和国として独立。 
イスラエル、アラブ連合などへ攻擊開始、第3次中氧戦 
争«1発。 

アラブ猪国、米英と断交。スエズ運河閉縝。 

ソ連、イスラエルと断交。東欧 も 追随。 シリアが 戰 M 中 
止、第3次中東戦争終結。 

中国、初の水爆実験成功。 

EE ° C 、 ECSC 、 ユ—トラムを統合、欧州共同体 EC 
発足。 

デトロイトで史上再大規模の黒人暴動。ジョンソン大統 
傾、鎮圧に軍隊派兵。5日に渡り、死者 38 人、負傷者千 
人以上。 

ブエルトリ n 住民投累、米 51 番目の州への帰属は拒否さ 
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「勲章」より 


月刊ガ □ 65年1月号よリ 


ガ家てあ 


水木しげるのマンガの生命は語 
りくちのたくみさにある。この語り 
くちのぅまさは、人情話や古典落語 
のなかに流れている、語りくちのぅ 
まさである。いまの若いマンガ家た 
ちには、すつかり忘れられてしまつ 
た語りくちを、水木しげるは持ち続 
けている。 

水木しげるのマンガ は、 いわゆる 
当世風ではない。画は動きがすくな 
く、モダンでもなく、テレビ向きで 
もない。水木マンガの形式は、古い 
時弋のものだといえる。ところが、 
.•つ ！ n 、 〇杉 弋ヒ吾り くら 7)う 


たちまちわたしたちを取り巻いてし 
まう。人形芝居を観にいつたら' い 
つのまにか舞台で妖怪人形たちに取 
り巻かれてしまつたという、コワサ、 
面白さが水木しげるのマンガにぁ； 
そして、作者水木しげるも、妖怪人 
形の|人として、画の中に登場して 
いるょうでぁる。経済成長•所得® 
増と、モヤシみたいに伸びた日本'^ 
の「繁栄」と「豊富」を、人形たちは 
笑つている。風刺のユーモアを通し 
て、水木しげるの思想は、マンガの 
なかを動きまわり、時代を嘲笑する 
新しがりやの、モノマネ好きな若 


〇〇 1— ワシントン で黑人暴動。 

8 東南アジア猪国連合 ( ASEAN ) 結成。 

16 北朗鲜が正式国名を使えないと、ユニバーシア—ド東京 
大会不参加を表明。ソ連•東欧も追随。 

17 東京•山谷で暴動•放火相次ぐ。 

21中国、領空内で米軍機2機を擊墜と発表。 

22紅術兵が北京•英大使館に放火。 

9 3 南ベトナム大統領遇挙、グエン•バン•チユー、グエン 
•カオ•キが正副大統領に。不正選挙との批判統出する 
が米が承認、日本も追随。 

20香港反英暴動で死者13人。 

108 ゲバラ、ゲリラ H 争中にボリビア陸軍にアンデス山中で 
射殺さる。 

5 反日共系全学連 2500 人、佐藤首相の東南アジア歴訪 
を阻止しよぅと羽田空港で警官隊と衝突、学生1人死亡。 

10発展途上国77々国会雄、アルジ H 憲章採択。 

16 米でベトナム反戦週間始まる。全米 30 都市でデモ•集会。 

18 ミ ニスカートブームの火付け役、 ツイ ギーが英から来日。 

24米ソ間にホットライン開通。 

II2 那覇市で沖縄即時無条件返還要求県民大会開催。 10 万人 
参加。 

12佐藤首相訪米、第 2 次羽田鬪争。学生ら 300 人検挙。 

29米 マクナマラ 国防長官、北爆に疑問を理由に辞任。 

121米ベトナム兵力 47 万8000人に。 

3南アフリカで世界初の心臟移植手術に成功。 

II 超音速旅客機コンコルド1号機完成。 

U 米スタンフォ—ド大学で DNA の合成に成功。 

この年川端康成、安部公房、三 a 由起夫が文革に抗議声明。ナ 
イジ X リア 内戦。 ブロ—ドウ H 1 で 反戦 ミュージカル 
「へァ|」大ヒット。テレビ普及率83%。銀座線など、都 
電8系統廃止。 


(昭和43年) 

15チヱコスロバキア、ドプチヱクが第1窨 K に就任。 r ブ 
ラハの春」。 

9アラブ石油輸出国機構 ( OAPEC ) 結成。 

17米空母エンターブライズ佐世保入港反対運動激化 
19 エンタ—ブライズ佐世保入港。三日間で250人が重軽 
傷、反対連動は23日まで続く。 

29東大医学生が医師法改正に反対、無期限スト突入。東大 
紛争始まる。 

2 4米ベトナム派遗兵力、遂に50万人突破。 

7カナダで憲法改正、英•仏梧が公用梧に。 

オーストリアで死刑廃止。 

3 8ドル不安でロンドン、パリで金買いブ丨ム。 

16 南ベトナム•ソンミ村で米軍による大虐殺事件。 

31 ジョンソン大統領、北爆の一方的中止、和平交渉を呼び 
掛ける。 

4 4キング牧師、メンフィスで暗殺さる。各地で黒人暴勡。 

5チ X コ共産党が新網領、言論•宗教の自由を認める。 

10毛沢東、「文革の本質は階級闘争の継続」と語る。 

II 政府、続発する全学連のデモに騒乱罪適用を検討。 

12菝ヶ閧ビル完成。 

14 東京国税局、日大の20億円使途不明金摘発。日大紛争へ。 
25ソ連、チヱコ•ポ—ランドの自由化促進者を非難。 

29黒人の「貧者の行進」が全米から ワシントンへ 向けて出 
発。 

5 3米、北越がパリ和平会談開催に合意。 

パリ大学分校でド•ゴ—ル政権打倒デモ、警官隊と衝突。 
大学閉鎖、4日にはソルボンヌ大へ波及、全仏へ。「5 
月危機」。 

16原子力研究所がブルトニゥム239を初国産化。 

612 国連、核拡散防止条約推奨、南ア人種差別非難決 li 可決。 

20ワルシャワ 条約機構軍が チ H コ領内で 軍事演習。 

7 1 核拡散 防止 条約 ワシントン•ロンドン•モスクワで 調印。 
17 イラクで 無血 クーデタ—。 


が出現する。かびくさい破れタタミ の端に 


のにおい、露路裏のビンボーのにお しげるは 
い、夕暮れどき蚊柱のかげからフゥ を歩きな 
ッと顔をだすお化けの影、紙芝居屋 向ぅ側を 
の拍子木の音、そぅした雰囲気が、 どき貴 










カルダンさん、ぼくはあなたが登場しない水木しげ 
るさんのマンガは、魅力が半減してしまうと感じてい 
るほどの、あなたのファンです。あなたはその顔から 

も罕察できるように' かなり鼻の H -—いやあなたの 

場合は鼻の穴の下というべきでした-がお長いよう 

で、このファンレタ—の主が、若い女性でなくてがっ 
かりしておられることでしよう 

墓場の鬼太郎君が、幽霊族の唯一人の生き残りだと 
すれば、あなたは妖怪さんの一人のようですね。今野 
M _ という怪談研究家によると、死んだ人間の霊魂の 
あらわれが幽霊で、妖怪は人ボのものだそうです。そ 
して妖 S は住んでいる場所もほぼ一定しているのだと 
いいます。ぼくはあなたが何の妖怪で、居住地はどこ 
かとよく 考えます 

カルダンさん、あなたは、 飞 
「こどもの国」ではあのまばら一 
で銳い髭をすっかり剃ってお} 

られましたが、時には「ねず} 

み男」(「墓場の鬼太郎」シリ1 
—ズ)のように剃らないまま1 

で、あるいは神主(「神様」)ゃ广_ 

宇宙英雄(「勲章」)、カミサマ 

へ「はかない夢」)にもセールスマン(「幸福の甘い香り」) 
などにも変幻します。「河童の三平」シリ—ズの死神 
も、まずあなたの一変身とみてさしつかえないでしよ 
う。 あなたは悪臭を放つボロ衣をまとい、全身にブツ 
ブツがあって、 あまり 皆から好かれないようです力 
長身にして一^^^足先を一八〇度開いて立った姿など 
は、なかなかどうして毅然たるものがあり、ヴェトナ 
ムの高曽のようですらあります。 

山の中にいる天狗、鬼、山姥や' 海にいる人魚とか 
海坊主のように、妖怪は居場所がきまっているとすれ 
ば、あなたはこの日本に住みついている、庶民という 
1名の存在の妖怪にちがいありません。 

あなたはけつしてドラマの主役を演じたりはしませ 
んが、そして時には当の庶民の子供たちをだましたり 


庶民と いぅ匿名の存在 

-親愛なる ミ スタ！ カルダンへ— 

石子順造 


操ったりもしますが、それは実は庶民自身の不条理な 
欲望や意識の、屈曲した鏡としてなのでありましょう 
ぼくはあなたが、多分今度の戦争に召集されてあ 
ちこちで 人間の死をたくさん見てこられたものと推察 
しこ おります。ですからあなたは、どんな美しく甘い 
理念 も信用せず、貧しい生活的地平の合理に足をつけ 
て、 この現実と幻想が入りまじった今日の日本に出没 
されるのだと思うのです。いや、もしかすると、氏は 
あの戦争で戦死し、またその後のいろいろな変革運動 
の挫折の中でも戦死しながら、なおその^体の生ま生 
まし さに よっ て呼吸しつづけているのかも知れません。 
こういうと どこか幽霊族的ですが、庶民という匿名の 
存在は、つまりは人間であって個人ではないエネルギ 
丨 なのですから、やはり妖怪族的なはずなのです。そ 

_ _ して歴史の現象面には、いつ 

♦♦ も一歩も二歩も遅れながら、 

一まさにその故に歴史を批判し、 
{本来の筋道に方向づけていく 
一最終的な原動力なのです。ぼ 
♦一くは日本的庶民の触手を逆倒 
j 的に映し出す曲率に富んだ力 

--- - - L ルダン氏という凹凸鏡を愛し 

ております。 

ぼくはあなたの生みの親である何億人もの庶民の一 
人として、あなたの産婆役をしてくれた水木さん力 
あの 細密描写の中にたきこめる情念を、一層あたため 
くれるようお願いしたいのです。 

ドラマトルギーにおいては、白土三平氏に一目おく 
しても、人物形象についてなら、ヵルダン氏に代表 
れるように、水木さんは決してヒケをとらないと思 
ております。 

今後とも御活躍を待つ ております。 

カルダンの何億人もいる父親の一人 
としての ぼくの 中の ぼくより。 

(美術評論家) 
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J の ^1 


北坎夕張炭鉱で構内火災、死者 31 人。 

忙、刃の多弾頭ミサイルポセイドン、大陸間弾道弾ミニ 
ットマン3型打ち上げに成功。 

ソ連軍20万、チヱコに侵入。 

ベ; U 丨でクーデタ I ® 

匕ア v ; l / ランドでカトリックとプロテスタントの衝突。 
劉少奇、失脚。 。 

明治百年記念式典が武道館で開催 
ジョンソン大統領、北壜停止命令。 

米大疣領選挙、共和党のニクソンが当選。 

府中市で現金3億円強奪事件起こる。 

ン駐在日本商社全貝引き揚げ。郵便番号制実施?! 

士、都内でポケットベル営業開始。ナイジヱリア内戦激 
化、 el アフラ難民問題。川端康成にノーベル文学賞国 
民総生産、自由世界で第3位に。 
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(昭和44年) 
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スウ H — デン、西側で初めて北ベトナム承 J > olt こ专 
加 藤 東大総長 代行の要請で機動隊8500人東大に突 
入。安田講堂を攻挲。 。 

第1回ベトナム和平拡大パリ会談 
PLO 儀長にアラファトを選出。 

中ソ国境のウスリー川で両国軍事衝突/ 0 !.2!。 

東其、京防、函館、名古屋連続ピストル殺人犯逮捕 
中国共産党、林彪を毛沢東後継者に指名。 

仏ド•ゴール大統領経済政策不振で辞任-0 
ニクソン 米大統領、 8 月末までに米兵 2 万 5 千人を撤退 

させると 発表。 •ノ t jio 
仏大眛穎選、ド•ゴ—ル派のポンビドーが当選 
エルサルバドルとホンジュラス、戦争伏態へ突入 
米アポロ11号、月面着陸、人類初めて月面に立つ'* 

ローマ教皇パウロ 6世、史上初のアフリカ訪問。 — 
ニクソン大眛領、ルーマニア訪問。現職初の共産圈訪 F 
史上最大のロックの祭典、ウッドストックフェスティハ 
ル開幕。 40 万人が集まる。 〇 
リビアでカダフィ大佐らによるクーデター 
良大が機動隊導入。学生ら 56 人逮捕。 

英ム共同開発のコンコルド、水平飛行で初の音速突破 
slA ( i ^ 田正一投手、通算4001成。 

九大でも機動隊導入。 , 

全米でベトナム S - 戦 メモリアム デ—のデモ 
ベトナムからの 米軍撤退進み、 2 年半ぶりに兵力が 50 万 
\を » J る〇 

ニューヨーク市長選で反戦派のリンゼーが民主•共和 両 
党候補を破って当選。 

米ソ両国が核拡散防止条約批准。 ミ。 

国連、生物化学兵器違法宣言決議案^;1战卩 t & s *。 
日本 BHCH 業会が BHC と DDT の W 造中止 K i 
1弓、南 ベトナム 派遗米軍兵力 54 万 9500と 最大に 
「夕刊フジ JIIJ 刊。連発式パチンコ15年ぶりほ弓/7 
月、横網柏戸引 退。 柏 «時代終焉。丁8 8で^^黄^^ 
リ—ズ 始まる。松竹「男はつらいよ」 シリ— ズ第 1 W 么 
■ ip 。 ノー ー— と 松下 8 器が家庭用ビデオテーブレコ ー ダ— 
の関^'を発表。服部セイコーが初のクオーツ式腕時計を 
発表。 

※ガロ創刊と激動の 60年代※ 

主な12載事項…講鉍社「20世紀全12録」 〇 
より 抜粋させて頂きました 








漫画論評 

〈絵〉としてのマンガ I 

それは単にク好み"の問題か 

渡辺一衛 I 

一 

wo§§§§§§§eQ»§§os§§§§§§§§§§§§§§§eoo§§eod§§eQV 

fi»!SJ$»$«9»$$a909*9im0$9§mn0$0 ^ ちレ .^ 〇と ^11^ え ^-^ A ると へ紅 

画に主張や感情を表現 について語るということはそれほど 

卓な ことて 一? 一 い^ J v > 、 ^s^ , J 
このごろ美術展やデザィン展に行 かる。 

くと、マンガをとりいれた絵やデザ たとぇば最近の- I ガロ &. では、私 
ィンがときどきあってたのしい。逆 は佐々木マキのスト—リ—のないよ 
にマンガの方にも柚象絵画やデザィ うなマンガ(果してマンガといぇる 
ンの手法はとりいれられているが、 かどうか？)が好きなのだが、なぜ 
この傾向はもっともっとおし進めら 好きかといわれると、どうもうまく 
れてよいものだと思う。 説明できそうもないように思う。互 
マンガはマン画である。つまり画 に無関係に配列されているようにみ 
である。マンガは画(絵)にのせて ぇる、トランプのカードみた；；な絵 
その主張や感情を表現する。しかし を眺めていって、「あ、これは前に 
ふつうマンガの持つ思想や哲学につ 出てきたやつだな、どこがちがって 
いて語られるほどには、絵としての いるんだろう」などと前の頁をめく 
マンガについては語られないように り直してみる。分ったような分らな 
思う。-1ガロ』に書かせてもらう機 いような気持で、次々と現れるィメ 
会に、大いにマンガの絵としての性 丨ジを追いかけてゆき、それでも何 
各に注意を換起したいなどと考えた となくおもしろいなあと思って見て 


いるという わけなのだ。 これは最近知ったことだが、子供 
しかし これを佐々木マキ自身に解 に絵をかかせて、子供の精神状態や 
説して もらっ たら、非常によくわ か 病気などを診断す る 方法が あるそう 
ると か、 よりお もしろくなるという だ。 たとえば 病気の子供は むらさき 
風に もならないように 思う。 たとえ の色を好んで使う という。 

ば『朝日ジャーナル j の表紙の絵は、 この場合、むらさきの色は、何か 
終りの方に作者の言葉がついている のシンボルであるというよりは、も 
が、いい絵だなあと思って、作者の っと直接的なものとしてあるという 
書いていることを読んでも、絵その べきだろう。芸術的素材としての色 
ものを見る眼が変るわけではないし、や音には、いつもそういう性格があ 
がいして作考の言っていることは絵 る。だから私達が「荒城の月」のメ 
自身よりつまらないものだ。マンガ ロディを聞くと、いつも土井晚翠の 
だって同じだろうと思うのである。 歌詞と結びつけてィメージされる習 

— •1 P 一 ^^!*"^^ ^2 ^ rffal 

語りにくいマン〈画〉 を聞いて、そういうものなしにやは 

り！^かを玫以ずるだろ、っ0 それが直« 
絵について語りにくいのは、根本 的なものである*そしてこれはうけ 
的には次のような理由によるのだと 手によって少しずつちがうものだ。 
私は思う。分析哲学流の記号論的芸 マンガも、色こそ使わないが絵で 
術論によると、芸術というのはシン ある以上、同じような事情があると 
ボルによる表現として考えられると 思う。たとえば林静一のマンガの中 
いう。しかしこの芸術的シンボルと に出てくる星條旗や日の丸の旗、こ 
いうのは、ふつうの「記号」の役割れはふつうの意味のシンボルだから 
もするが、同時にそれ自身直接的に 非常に解釈しやすい。しかし絵であ 
みる人の情緒に訴えかけるものをも るマンガの中には、こ、っいう風にと 
持っている。それはうけ手の心の状 らえられない面もたくさんあるよう 
態や何かに深く関係しているのだが、に思う。こういう問題について、誰 
ふつうは"好み"としかいいようの か明快にときほぐしてくれないもの 
ない場合が多いものである。 かなあと思うのである。そうすれば 
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「ガロ」 予約購読案内 

月刊雑誌「ガロ」を少しでも安く、しかも統けて統みたい方々 
に予約購統をおすすめします。 （ 誌代改定(こつき従来の料金を変更し ま す） 

く A コース〉6力月 分予約前納の場合 1,000円ぼ料^ ^ 

く B コース> 1 力 年分予約前納の場合2,000円ぼ料れ 》 

ご 送金のとき何月号から購狹と明記して下*さい 0 (サービス本はつきません 0 ) 

東京都千代田区神田神保町〗 一55育林堂予約 頭^箭係 

月刊ガロ 69年1月号より ^ 


マンガ(マンガだけに限らないが) 

を論ずる際の評価や好みのちがいに 
ついて、理由がはっきりして、論争 
がかみ合うようになり、また交通整 
理がし易くなると思うのだ。 

子供マンガについても事情は同じ 
だろう。石川球太のマンガにときど 
き大きなコマで出てくる動物の絵は 
すばらしいと 思う。 ところが 水木し 
げるのマンガに、これと似たような 
巨大なマンモスが突然現れたりする 
と、「やあ、水木しげるにもこんな 
絵が書けるのか」などと失礼なこと 
をいつてよろこんだりするのだが、 
この場合、このマンモスはとても見 
事に画かれていなければいけないの 
である。ところがそういうことは普 
通のマンガ評論ではほとんど問題に 
されないのだ。 


奇抜なマンガの登場を 


私は子供のころ田河水泡のマンガ 
が好きで、田河水泡に弟子入りした 
いなどと 言い、家人に「お前なんか 
につと まるは ずがない」と 笑われた 
りした ものだが、それから間もなく 
長谷川町子が水泡によく似たスタイ 
ルのマンガで子供雑誌に登場した。 


ああこの人は田河水泡のお弟子なん 
だなとすぐ思つたものである。その 
後彼女は大人向きのマンガを書くよ 
うになり、絵のスタィルも大人向き 
に変つてしまつた。 

誰でもがいして子供時代には、き 
ちんと書かれたかわいらしい絵を好 
むが、大人になるにつれて、もつと 
くずれた絵のマンガをおもしろいと 
思うようになる。私はずいぶん成長 
のおそい方なので、今でも「サザエ 
さん」より子供のマンガの方が好き 
だ。それでも最近はやはり手塚治虫 
や石森章太郎の絵には物足りなさを 
感じるようになつてきな。しかしそ 
うはいってもあまりくずれた絵も好 
きではない。やはり一本一本の曲線 
が、あるべくしてそこにあると思わ 
せるような、ていねいに書かれたマ 
ンガの方がいい。だから大正時代以 
来の、墨絵風の日本の政治マンガ は、 
絵として好きになれない。これは単 
に好みの問題にすぎないのだろう か。 

最近の子供マンガの中では永并豪、 
下元克己といった新人のものが、や 
はりおもしろいと思う。たとえば、 
r 少年マガジン』に連載された下元 
克己の「快男児ゴリー平 j など、あ 
まりきれいな絵とはいえない が、一 


コマーコマの人物の表情までていね 
いに書き分けられていて(決してそ 
れだけの理由ではないが)とにかく 
愛読した。背景の、偶然出てくる本 
箱の本に、虫めがねで見ないと分ら 
ないくらいの小さな字て マルクス 
レーニン、毛沢東などと書かれてあ 
る。子供のマンガの中で、こんな"あ 
そび々がで きる のもたのしい。 

もっともこのマンガは一回分がと 
ても長い連載なので、三回目あたり 
から絵もストーリ—も平板になって 
いったような気がする。体力の限界 
というべき だろう。マンガを書くの 
は、ずいぶん手間のかかるものらし 
い。だからマスコミ•ぺースではな 
かなか工夫をこらすよゆうがえられ 
ないだろう。その意味で、絵として 
も、またその他の点でも、新しいス 
タィルをつくりだす実験を、落着い 
てで きる r ガ ロ 』みたいな雑誌の存 
在は重要だと思う。 

マン ガ という 概念の ワクを 外れる 
ような 奇抜なマンガがどんどんつく 
ら il ていってよいと 思うのである。 

(東京医科歯科大学助教授•思想の 
科学会員) 
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給食脱脂粉乳第二回 


黒川 新 



マス養魚場の幼魚の餌|こ輸入脱脂粉乳を 
あたえたら何万匹もの幼魚 U 全滅した • 


tfr> L ふ Ac«M 

刖回においては給查用脱脂粉乳のまずさと、 
栄養の少なさ、バイキンだらけ^ふくまれて 
いるストロンチュウム （90) の害についての 
ベたが、この別¥「ノムトビー」を B 笨の蒋柒 
をしょってたつべき字 M たちがなぜのまなけ 
ればならないのだろいか？ 

しかも文部渣という国の機関、つまり i 劣に 


ょって先生をっかって總過にのませているのでぁる。 

i ^[ z J ってもぅけてぃるのは二希縣でぁる。 ^ 

資本主義だからもうけるのもけっこう。 

ミが“それが糊によって、しかも報という ㈣ の4を義 

台二親アぃぅことょり先塞以と邸! f らぃしぅる玲とぃ|重？の—学者の実験卿 
っぜったいにぁんぜんな消夤者を強 iy 的に っくっ て字狨をぎ ?二はぽ鯰产のませた 
ぬ、 ii しな 力:らもぅ ける こと はぜったいにゆるせない - 

勝2?#ての若紐にっぃては钱■、■にぉいて 。 さぇ慶 

々発表されていたことである.。 

氺中学校の校長’および筅笙がこれらをしらないはずがない 

し^ていてこの赤の萬 X と装に!^をともにするのは■著と い ぅ、 かめん、 をかぶっ 
た鬼である。 

よ‘ち，ん鵠トビ — d ま当のこと<をノ、ったり、展まないょぅに丰溪た 
ちに、之ば勤務評迨といつ is 力機 f 冓の圧力によって首があぶなくなるようになっている 
のでぁる。だから先卽ちは供たちに fi とゎかっていてのませているのだ。 

かつて、まちがつた戦争に青少年おいやって、とうとぃ器を矣しなゎせたぁゃまちを 


またくリかえそうとしているのだ c 


月刊ガロ1965年4月号よリ 


だがこの中でこれら圧力にまけず 「ノ ムト 
ビー」にし Hili している先生ゃ苺窺た 
ちもいるのだ。だが、学校 M 篇や茲 I # はこ 
れらの人々を 「ァカ j だとかい つて ごまか 
しているのである。こんなことをいていて 
よく教育者なぞといばっていられるのは签 
くお义、しい。はずかしくないのだろうか？ 

ゃれ道 k 裟着の、餘咸で萌るく、 I 券で著 
ぇ行，衷る无を、 芯のきれいな a 簡を、日 
本は義由の国です' なぞとおしえているの 
は大ゥ y ツ+2大詐欺師の殺し夤である。 
しかも安い月っ崧でゃってるのだから关薦麁 
のウスノロである。 

まずいものはまずい体にわるいものはいや 
だ$はこきりいえる子供を育てることこそ 
が真の教育である。 次号へつづく 




❿ 




問題 西光被斬 

▲ 「自由圈諸国の安全を守るため J 「隣 

りの国と仲良すするため」-こんな子 

供だましのような言葉で侵略的な意図や、 

暴力が正当化される—もうここまで状 
況は腐りきっている。だが我々は愛想を 
つかすだけで良いのか。 

^「ヴェトナムでの戦争、日韓条約の批 
准についてどう思いますか？」 

「戦争は二度とごめんだが、俺にゃ難し 
くてわからねえんですよ。でも早え話が 
俺はもうこんな栽だから戦争に行くこと 
もあんめえが、今の若え人達は気の毒だ 
よ」（六十歳•男） 

「もう何がなんだか、ごちゃごちゃにな 
ってわかんなくなっちゃってんのよ J (高校生） 

「日韓条約の暴力的通過は私には花火のよラに見えました。花火の閃光のなかで、 
私達のこれから行く戦場のありさまはよく見えました。そのとたん、私の心はばっ 
くり割れて、まっかな口を開きました。あのヴヱトナム解放軍兵士の傷口のように 
赤い口をあけて何かが笑っていました」（大学生•男） 

►状況は腐りきった。はやい話が上述した老人と同じ年頃なのである。今の政治家 
達は。それにしても高校生のあの言葉——ふざけてもらっちゃこまる。わからない 
という言葉は、わかろうとしてとことん努力した人間の吐く最後の言葉だ。 

► 「反対連動をしている人のなかには、よく解りもしないで参加している人達がい 
る」ある級訳文学家はいう。だがそういう御自身はどうなのか、いったい解ろうと 
していると断言出来るだろうか？ どのような観点からみても、アメリカのやって 
る事は、佐藤内閣のやってることは、決して良いこととはいえない。 

►とにかく感覚的にでも悪いと思ったならば、まず行動してみることだ。そこから 
すこしずつすこしずつ解ろうというものじゃないか。混沌を恐れてはならない。恐 
るべきはその臆病である。 

►反戦運動をやっているアメリカの学生達は「まず身近なところから」というので 
黑人街に休暇中泊り込み公民権の手続きを助けたり、黑人子女の教育にあたった 
と聞く。日本のある大学生達も、東京多摩地区の農家に出かけ、田植えや稲別りの 

手伝いをしながら、どうしてこう生活が苦しいのか話し合ったと聞く-何もこの 

ことだけで世界が百八十度変るわけではない。だが学ぶべきはこの精神ではないか 
? まず前へ一歩踏みだそう/ 

具体的には、戦争を無くし、我々がより幸福に毎日を充実して送るために、自分 
の やり たいこと が スムーズに 実行出来るような世の中にするために、戦争に導くよ 
うな条約に反対したりデモを行なったりする事は勿論、署名運動や集会に積極的に 
参加したり、仲間をつくって、解らないことを勉強し合ったり話し合ったりするこ 
とである。そこから始まる。 
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目安箱⑫ 日韓条約 一 反対運動以前の 

▲一部の不心得を除き、大方が平和を望んでいることは疑わない。だが戦争はどん 
な戦争でも嫌だといいながら、その戦争をなくするための M いに加わらない人は実 
に多い。平和主義ということは闋わないということではない。一見甘そうなこの首 
葉も、そ （ 坪和を守るためにはどんな闥いをも辞さないという不断の決意と覚悟の 
上にしか成;り立つものではない。あえてヴュトナムの例をとるまでもなく、その關 
いは日夜休むことなく行なわれている。ただ私達が最も気をつけていなければなら 
ないことは、少なくとも日本ではそういった力と力とが真正面から衢突していると 
いう形ではなく、不断の矛盾と巧みなごまかしの中で真綿で首方式でやられている 
ということだ。そんな現実から眼をそらし v 全く個人的な逸楽の中に逃避してゆく 
のであれば、平和主義ということは、言葉はきれいでも、やってることは戦争協力 
だ。さらにそういった個人が全く個人主義倫理の中に埋没してしまっているという 
現実もまた、命ふのために巧みにつくりあげられているんだということを忘れては 
ならない。全く今の世の中は個人個人がばらばらになるように置かれている。 

ぬくもった蒲団の中から抜け出るのが嫌なだけではみの虫と何ら変るところはな 
い。しかもみの虫は成長してやがて蛾となるが、そうした我々の未来には何も無い 
ではないか。 

▲黄色い血の問題がむしかえされてきた。「ライシャワーさんも血清肝炎におなり 
になったとか、困ったものねえ」という訳でもあるまいが、愛の献血運動が大分前 
に始められた。碗にさわることは、そうした黄色い血の問題が、協力呼びかけのチ 
ラシで も、ラジオのルボでも、その原因を、血を売らなければ生きてゆけない人達 
の上にもっていっていることである。彼等の生活の困窮ぶりを表面に強く押しだす 
ことで、真の原因を人々の前からまったくおおい隐していることである。 
▲赤い羽根の募金が虫に喰われていた。当局の貴任者はのたもうた。「全く知らな 
かった。速刻調査して、然るべく善処します。」困っている人達のために、赤い羽 

根を頁った0、献血したりしている人達-もとよりそういう人達が悪いといっ 

ている訳では決してない。みんな良い人達ばかりである。だが一何故にみんなの番 
意が、ストレートに社会に反映してゆかないのか。どこでどう歪められるのか。 
国内で集めた文字通り国民の血が、負傷したアメリカ兵のためにヴヱトナムへ狩 

ってゆかれ、国内では依然として黄色い 
血を使っているという話さえ聞く。赤い 
羽根をつけて得得としている人、献血を 
してこの上もなく善行をしたと,®ってい 
る人——自分をも含めてあえて言う。貴 
任がないとは言わない。だが誤解を避け 
ておきたい。最も憎むべきはそういう状 
況であり、それをつくりだしている政治 
である。社会を構成している一人一人の 
主体性の欠除もさることながら。 

▲日韓条約は衆議院を通過した。通過し 
たのではなく、暴力で押し通された。大 
方はいう。「もう愛想が尽き果てた…」 
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共有と私有 

—小繫の入会権訴訟について一 

上野昂志 


「はじめに山があったの だ。 
法律は後から出てきたの だ。 
後から出てきてああだこぅ 
だと理屈をつけた。頭のい 
い、ずるい奴がその法律を 
使って、山をわがものにし 
ようとした が' まえから山 
を使つていた人間の権利は 
なくなる ものではない。」 


これは、小繫の山の入会権を 
めぐる争いが始まった時から、 

30 年間、終始農民と共に斗い、 
死んでいった小堀喜代七の言葉 
であるが、法律の場において柚 
象的な結果の出された現在もな 
お、潑剌とした生命をもち続け 
ている言葉ではあるまいか。 

昭和 41 年 1 月 28 日、最高裁第 
二小法廷は、「小繫部落の住民 
は、かって小繫山への入会権を 
持っていたが、仙台高裁の調停 
にょり、その権利を失った。」 
という 判断を示した。 

最高裁判決の根拠になってい 
る「仙台高裁の調停」とはどう 
いうものだったか。 

それは、裁判所と、この紛争 
を 起した鹿志村亀吉と、戦後. 
小繫の人たちに代って裁判の表 
面に立った山本善次郎との間だ 
けで、秘かに昭和二十八年十月 
十一日に まとまつ たものである。 
小繫の人々が調停成立を知った 
のは、十一月に入つてからであ 
つた。 

叙 ilKnHr ' ち;1とつて、この調 


停はまさに寝耳に水であった。 
だが、かって農民の一人として 
鹿志村と対立していた山本善次 
郎が、どうして調停にもちこん 
だのだろうか。 

小堀喜代七亡きあと、山本は、 
訴訟の代表人になると同時に、 
裁判費用捻出のためにかけまわ 
る。その時、彼は、勝訴になっ 
たら山の半分をや，るという条件 
で借金をする。だが、彼が使っ 
た金は、裁判費用だけではない。 
昭和二十八年頃に、当時の金で 
八百万から一千万円ぐらいの借 
金になっていた。そして、どう 
にも動きが とれ なくなって調停 
に持ち込んだのであった。 

このような、真の意味での当 
事者不在の調停は、たとえ書類 
の上で首尾一貫性を保っていた 
ところで、それは少しも現実的、 
論理的ではない。とはいえ、今 
度の最高裁判決だけでなく、こ 
の#件に対する法律決定は常に、 
非現実的•非論理的だったのだ。 
そのことを歴史は、はつきりと 
示している。 


▲小繫の山は、先祖代々部 
落民が自由に出入りし、山の木 
で炭を焼いたり、薪をとったり、 
草を刈ったりしていた。このよ 
うに、山を部落中で使うのを入 
会権という。明治の地租改正の 
後でも、山の入会はかわらず行 
われていた。ただ、その 時、 地 
券を下附してもらわねばならな 
いので、部落民一人一人がそれ 
をもらうのも面倒で、地券の名 
儀を部落民代表立花喜藤太にし 
て届けた。 

▲後に、立花喜藤太は、山の 
名儀を担保に使って借金をする 
ようになり、名儀人は転々と変 
わる。だが、それは名儀だけで 
あって所有権でないことは自他 
共に知つていた。を 

立花喜藤太1=;金子太右 


衛門 


山の名儀 


山の名 儀 

鹿志村亀吉 


▲大正四年旧暦六月八日午前 
十時頃、小石川石太郎宅の蚕室 
から出火、小繫部落を焼きつく 
す。この時山関係の書類一切は 
焼失。それを待っていたかのょ 
ぅこ、鹿志村亀吉は宣言する。 





「この山は明治三十四年に俺が 
買った山で、部落の山ではない。 
一木一草といえども山の木を勝 
手に伐ってはならない。」そし 
て警察は、山に出入りする部落 
民を呼びだして、森林盗伐罪で 
逮捕するとおどした。 

▲部落民は、鹿志村に対抗す 
るた めに、訴訟を起こす。そし 
て訴訟に明るい小堀喜代七に指 
晷を頼む。喜 代七は部落民に語 
る。「相手の鹿志村は銭をもっ 
ている。銭の力で警察をも味方 
につける。銭も警察の味方もな 
い部落はなんとするか。人がか 
たまることだ。」 

▲そしてこの時から、小繫部 
落の人々の五十年にわたる斗い 
が始まる。昭和二十年までの三 
十年間は小堀喜代七を中心とし 
て、それから九年間は山本善次 
郎を代表にして、その後現在に 
至るまでは、様々な階層の人々 
と共に、分裂、生活苦、裁判費 
用捻出の苦労、逮捕、拷問に耐 
えながら、生活権を守る斗争は 
続けられたのだ。以上のような 
事実をちらつとでも眺めれば、 


今度の、いやこれまでの裁判の 
持つ非論理性は自然とはっきり 
するであろう。 

ところで、一月二十八日の朝 
日新聞は〃入会権*にふれて次 
の様な解説をしている。 

「これ(入会権)は近代的な 
所有権と相いれない面をもつ以 
上、整理されるのは当然の成行 
きともいわれ、現に大正から昭 
和初期にかけて争われた多くの 
入会権訴訟はほとんどが住民側 
の敗北で終止符を打った。」 

この記事は、，小繫裁判の核心 
に無意識的にふれているといえ 
るだろう。法律のレベルでは、 
事実と虚偽の争いだが、内容と 
しては、前近代的共有と近代的 
私有との争いで ある。 山は II か 
一人の持ちものではない。それ 
はそこに生活するもの全ての財 
産で あると いう、かつての原則 
を、近代は否定した。土地会社 
はビラを まき、 「いつか庭つ き 
の家を持ちたい J ということが 
都会の小市民の生涯の夢になる。 
このような時代にあつては、 


「皆のもの」という観念は、幼 
児むきの教訓と してし かあつか 
われなくなる。だから、各新聞 
が、小繫に、「政治、経済の救 
いの手が必要」とかくのも、こ 
の時代にぴったりマッチした、 
結構な福祉国家向きの標語とし 
ての値打ちはある。では、小繫 
部落の人々は近代に負•けねばな 
らないのだろうか。 

いや、そうではない。人会権 
は、確かに前近代的な側面も持 
っているが、それと同じくらい 
超近代的——近代を超ぇた次の 
時代——な性質をも持っている 
のだ。それは近代的私有の観念 
を打破した共同所有の原則をも 
っている。従って小繫の人々の 
斗争は、近代的法律の場にぉい 
て.は当然敗北するので ある。 何 
故なら、法律がもし小繫の人々 
の土地共有を認めたら、それは 
自己の拠ってたっている時代の 
存在そのものを否定す る ことに 
つながつていくからで ある。 と 
はいえ、その敗北はあくまで墨 
で書かれた判決文においてだけ 
であって、 トー タルな現実にお 


ける 敗北では決してない。現実 
において、共有権を主張し、そ 
の 権利を 貫くことは、この 時代 
に穴をあけ、次の時代へ突きぬ 
けることなの である。 

小繫の人々の「生きるため」 
の斗争は、今や、法律の枠を超 
えて、時代そのものと対決する 
ことになつたのだ。 



